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ティア等の活動経験がない人は13名（男性 6 女性 7 名）。42歳から78歳で平均年齢67歳であった。要援
護高齢者で講座申込者は、参加申込者数の約17％となる10名（男性 4 名、女性 6 名）。年齢は70歳から






































































































































6 ） 政府は2050年には65歳以上 1 人を20〜64歳の1.2人で支えると推計し、「肩車型」と表した。
7 ） 実施自治体と受講者の承諾を得て、講座期間中ICレコーダーで録音。グループワークの際は、各グルー
プにICレコーダーで話し合いを録音し、逐語録を作成した。
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